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本論文は、中国内モンブ／レ自治区の東端に位置するホルチン地方に復活しつつあるシヤマニ  
ズムに、現地調査という手法でアプローチするものである云 構成は三章からなる。第一章は、  
世界のシヤマニズム研究、及び、ホルチン地方のシヤマニズム研究の研究史を整理し、著者自  
身の研究課題を導き出している。第二章は、ホルチン地方において著者がおこなった三回の調  
査結果を紹介し、シヤアンの行為と道具について論じている。第三章では、第一章で提示した  
課題に対して調査結果をふまえ現時点での解答が導き出されている。   
第一章では研究史の整理を通じて二つの課題を提示している。第一は、ホルチン地方のシヤ  
マニズムは過去に二度にわたって存続の危機に直面したにもかかわらず、力強く復活を遂げて  
いるのはなぜか、という問いである。モンゴルにおけるシヤマニズムは、16世以降チベット仏  
教の浸透の過程で駆逐され、その生命を失った。しかし、モンゴル東端に位置するホルチン地  
方では弾圧を被りながらもシヤマニズムは生き残った。その後、20世紀には、社会主義中国の  
宗教弾圧政策と文化大革命による文化破壊を通じて、ホルチン地方のシヤマニズムは徹底的に  
弾圧された。しかし、1980年代以降、ホルチン地方では、老シヤマンが村人の求めに応じてひ  
づそりと活動を開始し、90年代以降は若いシヤマンの養成も始まっている。ホルチン地方のシ  
ヤマニズムはいかなる社会的条件のもとで二度の危機を乗りこえることが可能であったのか。   
第二の課題。世界のシヤマニズム研究において、シヤマンと精霊との交信のあり方について、  
シヤマンの魂が肉体を離れて彼岸の精霊に会いに行く脱魂型と、シヤマンの肉体に精霊が憑依  
して精霊の言葉を語る憑依型とに分類し、どのような社会■にどのような型が見られるか、さま  
ざまな議論がなされている。ホルチン地方におけるシヤマンと精霊との交信のあり方を調査す  
ることを通じて、世界のシヤマニズム研究の議論に寄与し得る問題提起をすることが第二の課  
題である。   
第二章では、2004年から2006年にかけておこなった三回の現地調査の結果を紹介し、それら  
をふまえてシヤマンの行為とその道具についてまとめている。調査したシヤマンの行為は、病   
気の治療、天の祭示巳、成巫儀礼（ダバー・ダブホ儀礼）である。三回の調査はいずれも動画で  
撮影されており、本論文にはDVDが添付されている。   
第三章では、第一章で提示した二つの課題に対して、現地調査の結果をふまえて仮説を提示  
している。第一の課題に関する仮説。まず、16世紀におけるチベット仏教の浸透に対してなぜ、  
ホルチン地方のシヤマニズムは生き残ったのかについて、著者は従来指摘されている三つの要  
因（①モンゴル東端に位置するホルチン地方ではチベット仏教の伝播が最も遅かったこと、②  
ホルチン地方にはシヤマニズム信仰の伝統が深く根付いていたこと、③ホルチン・シヤマニズ  
ムにはチベット仏教の儀礼行為などをシヤマニズムに取り込み、融合させるダイナミズムが備  
わっていたこと）の他に、ホルチン地方が17世紀初頭に満州族？支配下に入ったという歴史的  
経緯が影響していることを指摘している。著者によれば、満州族支配者はチベット仏教を尊崇  
していたが、自己の支配下にある民族の宗教にはさほど干渉しなかったという。それゆえ、17  
世紀、モンゴル各地のシヤマンたちは迫害を逃れてホルチン地方に集まってきた。この事実は  
現在のシヤマンたちからの聞き取り調査を通じても明らかにされた。現在、ホルチン地方で活  
動をしている多くのシヤマンが、自分たちはモンゴル中央部の白雪山から逃れてきたシヤマン  
の末裔である、と述べている。   
次に、20世紀の社会主義中国の宗教政策、文化大革命による宗教破壊を通じて消滅したかに  
思われていたモンゴル・シヤマニズムがなぜホルチン地方では復活したかについて、著者は「近  
代化」から取り残された農村部というホルチン地方の特質がその背景にあると論じている。論  
点は三つにまとめられる。①シヤマンのもとには多くの人々が病気治療を目的に訪れている。  
彼らのほとんどが都市の病院に行っても治らなかった人々であり、薬で治らない病気は悪霊に  
よるものと理解し、シヤマンのもとを訪れるのである。②精霊に選ばれた人々はシヤマン病に  
かかり、それはシヤマンになることによってしか治癒しないという考えが広く支持されており、  
治療が困難な病気や障害はシヤマンになることによって克服されると広く信じられている。③  
農業以外に生計の手段が少ないホルチン地方において、何らかの柄気、あるいは障害を抱え、  
農作業に従事することが不可能な人々は、シヤマンになることによって生計の手段を得ること  
ができる。ホルチン地方では、シヤマンになることは治癒が困難な病気や障害を有する人々の  
世過ぎの方法でもある。著者は、現代ホルチン社会におけるシヤマニズム復活の背景を以上の  
三点から説明した。   
第二の課題に関する仮説。ホルチン地方のシヤマンの精霊との交信方法について、著者は調  
査結果をふまえて次のように論じている。ホルチン・シヤマニズムでは以前は脱魂型と憑依型  
とが共存していたが、現在はほとんどが憑依型である。現在でも極めて少数の脱魂型のシヤマ  
ンがみられるが、かれらはは部族社会の伝統を受け継ぐ世襲シヤマンである。すなわち、ホル  
チン・シヤマニズムも世界のシヤマニズムと同様に脱魂型から憑依型への変化をたどっている。  
変化の理由としては、アメリカの人類学者ブールギニヨン（E．Bourguignon）が指摘する狩猟採  
集社会や遊牧社会などの単純な社会から、より複雑な農業社会への変化があることを確認する  
と同時に、ホルチン・シヤマニズムには特有の要因、すなわち、魂は輪廻転生するというチベ  
ット仏教の霊魂観がホルチン・シヤマニズムに影響をあたえ、自由に飛翔する霊魂という観念  
が受容されにくくなったことがある、と指摘している。   
学位論文審査結果の要旨   
審査は、日本民俗学の重鎮であるノートルダム清心女子大学教授小嶋博巳教授を招聴審査委  
員とし、学内審査委員新村容子、渡遽佳成、カロ治敏之の四名でおこなわれた。   
審査の要点をまとめる。   
昨年10月の予備審査において指摘された問題点、①先行研究を整理し課題設定をおこなう作  
業が不十分、②議論が整理されていない、などは、構成を全面的に組み直すことによっておお  
むね改善され、明確な議論が展開している点は評価される。   
本論文の最大の意義は著者の故郷であるモンゴル・ホルチン地方での三回の実地調査にある。  
中国内モンゴル自治区においては、いまだなお宗教活動に対して政府当局の監視は厳しく、シ  
ヤマンにインタビューをおこない、シヤマンの治療行為や儀礼を撮影することは外部の人間に  
は非常に困難である。著者は著者自身がホルチン出身者であることに加え、シヤマンと信頼関  
係を築く努力を積み重ねた上で調査をおこなっている。第二章の調査報告、および、調査結果  
を収録したDVDは、小嶋教才受によれば極めて貴重なものであり、世界のシヤマニズム研究に  
重大な貢献ができる可能性を秘めているという。   
調査をふまえた考察の部分においても新しい論点を提示している。第→に、モンゴル・シヤ  
マニズムが16世紀と20世紀との二回の危機を乗りこえて復活した背景として、16世紀の危機  
に関しては満州族の異民族支配のあり方との関連で分析する新しい論点を提示し、20世紀の危  
機に関しては、病や障害に苦しむ人々の病気観との連関においてシヤマニズム復活の要因を論  
じている。第二に、ホルチン地方のシヤマンたちの精霊との交信のあり方について、脱魂型か  
ら憑依型への変化が見られること、その変化をもたらした要因として、アメリカの人類学者ブ  
ールギニヨン（E．Bourguignon）が主張する社会の複雑化という要因の他に、チベット仏教の霊  
魂観の浸透という要因があることを指摘しており、これも新しい論点である。   
但し、課題も残されている。審査会では、残された課題、及び、それらの課題をどのように  
解決するかを中心として意見が出された。まず、本論文の大きな問題点は、著者が考察の課題  
として提起した二つの課題、（ヨシヤマニズムが16世紀においても20世紀以降においても危機  
を乗りこえて復活している歴史的・文化的要因をめぐる社会学的議論と、（ヨシヤマンと精霊と  
の交信のあり方の変化に関する宗教学的議論とが、最後まで連関せず、あたかも別個の課題の  
ように論じられていることであろう。   
この間題は、視野を広げ、且つ、多面的に分析することを通じて克服できるのではないかと  
以下のような提言がなされた。   
第→に、16世紀と20世紀の二つの危機をつなぐ期間におけるホルチン地方のシヤマニズム  
の具体的状況と変容過程について考察する必要性が指摘された。本論文では、16世紀の危機と  
20世紀の危機とについて、その時期だけを部分的に取り上げて論じているが、長期的変動を分  
析することによって、社会的な変化と宗教的な変化（脱魂型から憑依型への変化）とを連関さ  
せることができるのではないか。   
第二に、シヤマンの型を単純に脱魂型か憑依型かと二者択一的に論ずるのではなく、シヤマ  
ンの行為とその意味を多面的に考察する必要性がある。具体的には、，以下の4点の課題が提示  
された。①シヤマンの機能と階層差を分析する必要性。本論文では、ホンドンとボーという二   
種類のシヤマンをを同じ範疇に属する存在として扱っている。しかし、両者には大きな階層差  
があるのではないか。シヤマンの階層と階層形成の歴史自勺経過を考察する必要性がある。②シ  
ヤマンと精霊との関係性とその変化を考察する必要性がある。シヤマンは霊的な存在を支配す  
るのか、霊的な存在に支配されるのかという間し、は、脱魂か憑依かという枠組それ自体を問い  
直すものである。③他界はどのようなものとしてイメージされているか、それはチベット仏教  
の影響のもとで、いかに変容したのか、という問題も脱魂か憑依かを論ずる以前に考察される  
べきである。④ホルチン地方における病気観を探る必要性。人々は病気がどのような理由で起  
きると考えているか。病気観はどのように変化してきたか。すなわち、脱魂型か憑依型かとい  
う枠組を前提としてしまうのではなく、シヤマンと精霊との関わりを多面的に分析することに  
よって、枠組そのものを問い直し、新たな体系を構築すること求められている。   
脱魂型か憑依型かという二者択一を乗りこえた新たな体系の中に、ホルチン地方のシヤマニ  
ズムが16世紀と20世紀の二つの危機をくぐり抜けることが可能となった歴史的・文化的要因  
と宗教的要因とを統合することができるであろう。著者の今後の研究に期待したい。   
多くの克服すべき課題が提示されたが、本論文は学位論文としての水準に達していると審査  
委員全員が判断した。   
